
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する指標です。

成果
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２

成果

指標
３

指標
４

施策目標の実現
に向けた取組

（１）窓口サービスの充実
〇「利用者満足度調査」の実施により、窓口利用者の意見を反映した改善や職員のスキルアップを図り、迅速かつ
正確な窓口サービスを提供するよう努める。
〇市民の利便性を向上させるため、休日開庁の効率的な実施などの検討を進める。
（２）マイナンバーカード普及の拡大
〇マイナンバーカードを利用した様々なサービスの提供について関係各課と連携を取りながら検討を進め、マイナ
ンバーカード普及の拡大に努める。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00

実績値 92.00 92.80 92.60 99.10
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５
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指標名 窓口利用者の満足度

説明
指標
１

本庁及び出張所において実施している「書かない窓口」は、聞き取りと署名だけで手続きが完結し、窓口サービス
アンケートにおいても「書く負担がなく簡単に申請できる」と好評価を得ている。

単位 ％

年度 平成30年度 令和元年度

令和5年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 01　暮らしと地域コミュニティ ～人がつながるまち～

施　策 04　市民窓口サービス　－利便性・満足度の高い窓口サービスを提供します－

関　連　課
市民総合窓口課、全庁各課

目　　標

窓口サービスの向上に向けた取組を引き続き進め、市民目線に立ち、正確でわかりやすい窓口サービスを提供す
る。

主　管　課 市民生活部　市民課
評価責任者 粕谷　直樹

評価日 令和6年6月1日

重点プロジェクト

98.50 98.20

指標名 マイナンバーカード普及率

説明
申請支援、毎月第2土曜日の臨時開庁の実施のほか、令和3年度から開始した出張申請受付サポートにより交付率向
上につながった。

単位 ％

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

13.90 15.30 16.80 18.50

指標名

説明

単位

20.40

実績値 14.60 17.40 32.00 47.20 69.90 79.80

目標値 12.70

説明

単位

年度 平成30年度 令和元年度

実績値

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値

令和4年度 令和5年度

目標値

指標名

年度 平成30年度 令和元年度

実績値

令和2年度 令和3年度

実績値

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値

指標名

説明

単位

年度 平成30年度 令和元年度



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

・窓口業務委託の効果としては、窓口サービスの専門要員の機動性・ノウハウを活かすことで、市民の利便性の向
上が図られた。また、本庁及び出張所でRPAを導入した「書かない窓口」での待ち時間短縮に努め、窓口業務の充
実を図るとともに、感染症対策を含めた接触感染リスクを回避するキャッシュレス決済の支払いを可能とする環境
整備を整えていたことで市民から好評を得られた。
・マイナンバーカードの普及については、本庁舎市民課及び大井総合支所市民総合窓口課において、申請支援を継
続したほか、毎月第2土曜日の臨時開庁を実施した。さらに、本庁舎市民課及び大井総合支所市民総合窓口課でア
ウトリーチとしての出張申請サポートを実施した。連携したこれらの取り組みにより、マイナンバーカード交付率
が令和4年度末から9.9％増の79.8％と向上につながった。

指標の達成状況

順調

行政資源の活用

適切

取組の有効性

有効

施策の効果

効果が得られている

評価

収
入

特定財源 79,665 79,692 133,955 150,392

242,216 221,422 246,018 285,452

支
出

事務事業費 96,280 106,376 171,712 156,088

人件費 271,494

124,814 131,638

一般財源 258,831 248,106 283,775 291,148 280,970 247,615

268,652

令和5年度

134,290 110,601

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

取
組
①

窓口利用者の満足
度

本庁、出張所でRPAを導入した「書かな
い窓口」及び本庁市民課、出張所、市民
総合窓口課においてキャッシュレス決済
対応レジスターを活用したセミセルフ方
式の現金決済の継続運用を実施した。

書かない窓口の導入により、住民にとっ
て負担の少ない快適な窓口時間が図ら
れ、市民からは好評を得ている。さら
に、感染症対策を含めた衛生的な非接触
での支払いが可能となるキャッシュレス
決済対応レジスター(自動釣銭機)の活用
は有効となった。

市民窓口事務(本庁)
市民窓口事務(出張所)
市民窓口事務(支所)

取
組
②

マイナンバーカー
ド普及率

本庁及び支所での申請支援（毎月第2土
曜日の臨時開庁）やアウトリーチとして
の出張申請サポート受付事業(サービス
センターホール、産業文化センター)を
実施、無料の顔写真撮影ならびに申請書
の記入サポートを実施した。

出張申請は、令和5年12月から令和6年3
月まで延べ8日実施し、延べ183人の申請
があった。今後も、あらゆる機会を活用
して、交付率向上に努めていく。
令和6年3月末79.8%

市民窓口事務(本庁)
市民窓口事務(出張所)
市民窓口事務(支所)

取
組
③

取
組
④

取
組
⑤











１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

事
業
費

その他事業費※

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金※

報酬※

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)

296

42,215 41,992 41,992

21,63212,71612,784

5,1895,1895,271

人件費計

0 0 0

3,423 2,063 2,401

47,627 37,227

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員※

事務事業の
概要

①住民基本台帳法に基づく事務：住民登録の記録、管理及び処理に関すること
②窓口業務の管理運営：窓口業務委託の管理、円滑な窓口業務の運営
③住居表示：台帳作成、建物の住所付定、開発区域の街区設定、案内板等の管理
④マイナンバーカードの管理：マイナンバーカードの交付、変更、再交付、廃止に関すること

令和5年度事務事業評価シート

事務事業名 市民窓口事務（本庁）
前年度の方向性

継続

施策
体系

分野 01　暮らしと地域コミュニティ ～人がつながるまち～
施策 04　市民窓口サービス　－利便性・満足度の高い窓口サービスを提供します－

事務事業期間 平成18年度～令和5年度 評価日 令和6年6月1日

個別計画
根拠法令・条例等

住民基本台帳法・ふじみ野市印鑑条例・出入国管理法・住居表示に関する法律・行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利用等に関する法律

予算費目 一般会計　02総務費　03戸籍住民基本台帳費　01戸籍住民基本台帳費
所管部課 市民生活部　市民課 評価責任者 岩崎　明央

0

6.00

1.00

令和5年度の
主な取組

マイナンバーカードについては、普及率85％を目指し、毎月第2土曜日の臨時開庁を続けている。また、
マイナンバーカードの交付増加に円滑に対応するため令和5年5月に交付事務補助委託を実施し、出張申請
については12月よりふじみ野市産業文化センターとふじみ野市サービスセンターで月1回ずつ合計8回を委
託により開催した。さらに、20歳代（平成6年～8年生まれ）の取得率アップを図るためハガキによる申請
干渉を行うなど、普及促進を図った。
システムの標準化については、9月に差異分析を行った。また、国が提示する仕様書を基に、ベンダーと
連携協力を図っている。
令和2年10月に開始した「書かない窓口」業務に、令和5年度は戸籍証明書の発行業務を追加した。

【支出】

60,270 59,897 68,813

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

・住民基本台帳法等に基づく住民の居住関係を登録・公証する。
・合理的な住居表示を実施する。
・個人番号の有する特定の個人を識別する機能を活用し、これらの者に対する手続の簡素化による負担の
軽減その他利便性の向上を図る。

事務事業の
経緯

昭和42年に施行された住民基本台帳法に基づき、住民に関する記録を正確に全国で統一的に行うことで、
住民の利便に寄与するとともに、国及び地方公共団体の事務に資するものである。

人
件
費

10,354 9,626 13,415

0

34,657

0

使用料・手数料 8,599 10,427 9,178

分担金・負担金 0 0 0

7,208 6,967 12,551

支出合計 119,126 106,120 113,229

2,728 2,728 2,728

0 0 0

300 328

45,879 56,960 23,774

県支出金 0 0 0

その他 44 94 111

64,604 38,639 80,166

地方債 0 0 0

基金 0 0 0

※千円未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。

566 338 683

※報酬、賃金、その他事業費には、会計年度任用職員の人件費も含まれています。

重点プロジェクト

5.30

6.30

1.00

5.30

5.09

1.00

5.30



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

活動

指標

２

成果

指標

３

成果

中長期的方向性

継続

理由
窓口業務委託については、窓口サービスの観点から引き続き現体制を継続するとともに「書かない窓口」
については、スモールスタートで始まった戸籍証明等の拡充を図っていく。
マイナンバーカードについては、交付率が79.8％となっていることから、マイナンバーカードの普及促進
について引き続き推進していくとともに、令和5年12月から開始された顔認証マイナンバーカードや令和6
年度から開始される国外転出者の継続利用などの制度改正に適正に対応していく。
また、令和7年度から予定されている住基システム等の標準化に取り組んでいく。

％
年度 令和4年度 令和5年度

説明

指標

１

2,345.00

令和5年度 令和6年度

指標名 マイナンバーカード（個人番号カード）普及率

単位 ％
年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 100.00 85.00 80.00
実績値 69.90 79.80

マイナンバーカードについては、毎月第2土曜日において臨時開庁を行うなど交付率向上に努めている。
令和5年度の出張申請サポートの実施については、12月から毎月1回、ふじみ野市産業文化センター及びふ
じみ野市サービスセンターホールで計8回実施した。

令和6年度
目標値 90.00 98.00 98.00

指標名 窓口利用者の満足度調査

単位

実績値 97.90 97.60

説明

1,280.00

説明

1,500.00

事務事業の
実施内容・効果

【市民課窓口取扱業務】
①住民票の写し・戸籍附票の写し等の交付
②転入届、転出届、転居届、世帯変更届
③印鑑登録届、印鑑登録証明書の交付
④臨時運行許可（仮ナンバー）
⑤外国人（特別永住者）に関する諸手続
⑥個人番号カード、通知カード
⑦電子証明書（公的個人認証）
⑧住居表示
⑨戸籍謄本、身分証明書等証明の交付
【効果】
平成25年度から経費削減や事務の効率化を図るため、窓口業務の一部について民間業務委託を実施してい
る。毎年の窓口アンケートでは丁寧な窓口対応で印象は良く、評価は上々である。
令和2年10月から窓口業務委託請負業者の提案により、窓口支援支援システム及びRPAを導入した『書かな
い窓口』をスタートした。市民の方からは、聞き取りと署名だけで手続きが完了するため、高評価を得て
いる。令和6年1月からは、市内に本籍がある市民に限り戸籍証明等も『書かない窓口』で行えるように
なった。
令和3年度に導入した対面セミセルフ方式の自動釣銭機に続き、令和4年4月からはキャッシュレス決済を
開始した。
マイナンバーカードの交付体制については、令和4年度に端末の増設及び事務室内にマイナンバーブース
を設置した。令和5年2月からはマイナンバーカードを利用した転出・転入ワンストップサービスが全国的
に開始され、更なる市民の利便性の向上を図っている。

指標名 休日開庁の利用者数

単位 人
年度 令和4年度

継続

来年度の方向性

休日開庁を開始してから10年以上が経過し好評を得ている。しかしながら、出張所における毎週日曜日の
開庁が広く周知され利用者が分散されたことや、転出・転入ワンストップサービスの開始やコンビニ交付
により市民の選択肢が増加している。

迅速で正確な窓口サービスを心がけて努力をしており、窓口サービスの向上を図る指標として設定。　令
和3年度からは、前回までの5段階による回答方式から「はい」、「いいえ」での2択方式に変更した。令
和5年度は、アンケート用紙に記載する方法のほか、LoGoフォームによるインターネット回答を取り入れ
た。

目標値 940.00 1,500.00
実績値


















